
　

近
年
、
悪
質
な
密
漁
が
問
題

に
な
っ
て
い
ま
す
。
特
に
、
組

織
的
か
つ
広
域
的
な
密
漁
や
、

資
源
管
理
の
ル
ー
ル
を
十
分
に

認
識
し
て
い
な
い
一
般
市
民
に

よ
る
個
人
的
な
消
費
を
目
的
と

し
た
密
漁
も
各
地
で
発
生
し
て

い
ま
す
。

　

海
の
資
源
は
、
漁
業
者
が
大

切
に
管
理
、
利
用
し
て
お
り
、

密
漁
は
、
漁
業
の
生
産
活
動
や

水
産
資
源
に
深
刻
な
影
響
を
与

え
る
犯
罪
行
為
で
す
。

　

県
、
日
南
市
及
び
串
間
市
、

漁
業
協
同
組
合
や
警
察
な
ど
の

関
係
機
関
で
構
成
す
る
県
南
部

地
区
密
漁
防
止
対
策
協
議
会
で

は
、
こ
れ
ら
の
密
漁
に
対
し
て

厳
正
に
対
処
す
る
と
と
も
に
、

密
漁
防
止
活
動
に
取
り
組
ん
で

い
ま
す
。

　

県
南
部
地
区
の
沿
岸
に
は
、

漁
業
者
の
生
計
を
確
保
す
る

た
め
漁
業
法
に
基
づ
く「
共
同

漁
業
権
」が
設
定
さ
れ
て
お
り
、

漁
業
者
以
外
が
以
下
の
も
の
を

採
る
こ
と
は
禁
止
さ
れ
て
い
ま

す
。

※�

こ
の
他
イ
ガ
イ
、
エ
サ
ム
シ
、
カ
キ
、
カ
メ
ノ
テ
、
ト
サ
カ

ノ
リ
、
ハ
マ
グ
リ
、
ナ
マ
コ
、
ワ
カ
メ
も
対
象
で
す
。

　

�

共
同
漁
業
権
の
設
定
区
域
で
は
、
免
許
を
受
け
た
漁
業
協
同

組
合
の
組
合
員（
漁
業
者
）
以
外
の
方
が
、
こ
の
権
利
を
侵

す
と
漁
業
権
侵
害
と
し
て
罰
せ
ら
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

漁
業
は
、漁
業
権
が

な
い
と
で
き
な
い
の
？

海
の
ル
ー
ル
を
守
り
ま
し
ょ
う

密
漁
の
発
生
状
況

　

平
成
30
年
の
全
国
の
海
上
保

安
部
、
都
道
府
県
警
察
及
び
都

道
府
県
に
お
け
る
漁
業
関
係
法

令
違
反（
密
漁
）
の
検
挙
件
数

は
、
１
５
６
９
件（
う
ち
海
面

１
４
８
４
件
、
内
水
面
85
件
）

で
し
た
。

　

近
年
で
は
、
漁
業
者
に
よ
る

違
反
操
業
が
減
少
し
て
い
る
一

方
、
漁
業
者
以
外
に
よ
る
密
漁

が
増
加
傾
向
に
あ
り
、
県
南
部

地
区
で
も
イ
セ
エ
ビ
や
ウ
ニ
な

ど
の
大
切
な
資
源
が
脅
か
さ
れ

る
事
態
と
な
っ
て
い
ま
す
。

罰
則
の
強
化

　

近
年
の
悪
質
な
密
漁
の
発
生

状
況
を
踏
ま
え
、
平
成
30
年
の

漁
業
法
改
正
に
お
い
て
罰
則
が

大
幅
に
強
化
さ
れ
、
本
年
12
月

か
ら
よ
り
重
い
罰
則
が
科
さ
れ

る
こ
と
と
な
り
ま
す
。

※�

更
な
る
罰
則
強
化
も
検
討
さ

れ
て
い
ま
す
。

　

海
に
は
、
漁
業
関
係
の
法
律

や
県
の
漁
業
調
整
規
則
に
基
づ

い
て
さ
ま
ざ
ま
な
ル
ー
ル
が
決

め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

ト
ラ
ブ
ル
の
防
止
と
水
産
動

植
物
の
保
護
等
の
た
め
に
も
、

ル
ー
ル
や
マ
ナ
ー
を
守
り
ま

し
ょ
う
。

　

密
漁
が
疑
わ
れ
る
事
案
を
見

か
け
ま
し
た
ら
、
協
議
会
ま
で

情
報
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

●�

問
い
合
わ
せ   

県
南
部
地
区
密
漁
防
止
対
策

協
議
会（
水
産
林
政
課
内
）  

☎（
31
）１
１
３
５

Ｑ
必
ず
し
も
漁
業
権
が
な
け
れ
ば

で
き
な
い
も
の
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。
一
般
の
釣
り
や
レ
ジ
ャ
ー
な

ど（
遊
漁
者
）
で
は
、
漁
具
や
漁

法
が
制
限
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
範

囲
内
で
行
う
こ
と
が
可
能
で
す
。竿釣り及び手釣り

A

トローリングは
できません。は具・やす

は具・やすは、船を使
用してはいけません。
水中銃は使用できま
せん。徒手採捕

潜水器を使用
してはいけません。

※は具

※やす

密
漁
を
防
い
で

海
を
守
ろ
う！

～
海
の
資
源
を
大
切
に
～

キリンサイ

テングサ

トコブシ

アワビ

イセエビ

タコ

サザエ

ウニ

バイ

１．採捕禁止違反の罪、密漁品譲受等の罪を新設
２．無許可漁業等の罪について罰則を引上げ
３．漁業権侵害の罪について罰則を引上げ

採捕禁止違反の罪
密漁品譲受等の罪 無許可漁業等の罪 漁業権侵害の罪

従 

来 ―
３年以下の懲役

または
20万円以下の罰金

20万円以下の
罰金

⬇ ⬇ ⬇
改 

正
３年以下の懲役
または3,000万円
以下の罰金

３年以下の懲役
または200万円
以下の罰金

100万円以下の
罰金

密漁が疑われる
事案を見かけたら
☎（31）1135
県南部地区密漁防止
対策協議会

（水産林政課内）まで

水
産
動
植
物

県南部
地区で

採
捕
し
て
は
い
け
な
い

密漁における検挙件数の推移（海面）
（件）

昭和
57年

昭和
60年

平成
元年

平成
５年

平成
10年

平成
15年

平成
20年

平成
25年

平成
30年

資料：都道府県調べ（平成30年１月～12月において、都道府県、海上保安庁、警察による検挙の件数である。）
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■ 合計
■ 漁業者以外

罰則強化
の概要

一般の釣りや
レジャーなどは、
制限された範囲内

で可能です。

本年12月より

主
な
例

※採捕が禁止されていない水産動植物に限ります。05 　　　　　　　    2020.10.15. vol.139 04


